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CEP57; KIAA0Q92; TSP57; Centrosomal protein of 57 kDa; Cep57; FGF2-interacting protein;
Testis-specific protein 57; Translokin
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、トランスロキンと呼ばれる細胞質タンパク質をコードしています。このタンパク質は中心体に局在し、微小管の安定化に関与しています。このタンパク質のN末端側は中心体への局在と多量体形成に必須であり、C末端側は微小管の核形成、束形成、および中心体への固定に必須です。このタンパク質は、線維芽細胞増殖因子2（FGF2）、ソーティングネキシン6、Ran結合タンパク質M、キネシンKIF3AおよびKIF3Bと特異的に相互作用し、FGF2の核移行および分裂促進活性を媒介します。また、サイクリンD1とも相互作用し、静止細胞におけるサイクリンD1の核質分布を制御します。このタンパク質は、細胞分裂中に正しい染色体数を維持するために不可欠です。この遺伝子の変異は、稀な常染色体劣性疾患であるモザイク型多様異数性症候群を引き起こす。多機能：内在化成長因子FGF2の核移行および分裂促進活性を媒介する。,類似性：トランスロキンファミリーに属する。,細胞内局在：微小管および中心体と関連する。,サブユニット：ホモ二量体。FGF2およびRAP80と相互作用する。FGF1またはFGF2アイソフォーム24 kDaとは相互作用しない。,組織特異性：普遍的。,
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	COLO細胞およびLOVO細胞のライセートをCEP57抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

